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Ｂ Ａ
目

‐８２３
　

第

十

四

回

　

渤

海

使

大

昌

泰

　

生局
燐
↓
桓
武

日
本
後
紀
巻
第
八

・
日
本
紀
略

・
類
衆
国
史

一
九
二

在
京
中
の
行
事
待
遇

延
暦
十
八
年

国
書
の
有
無

入
京
年
月
日

到
着
時
の
状
況

沿
岸
到
着
年
月
日

使
用
船

・
隻
数

使
節
名

（大
使
）

正
月
元
旦

正
月
七
日

正
月

一
六
日

有

「嵩
燐
啓
使
賀
萬
至
所
既
之
書

延
暦
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日

※
７９９
年
２
月
１０
日

内
蔵
宿
祢
賀
高
の
奏
言
　
帰
郷
の
日
海
中
夜
暗
着
く
所
を
知
ら
ず
、
時
に
遠
く
火
光
有
り
　
そ
の
光
を
尋
ね
求
め
て
勿
ち
嶋

浜
に
至
る
　
之
を
訪
ね
る
に
隠
岐
国
智
夫
郡
　
そ
こ
に
人
家
無
し
　
あ
る
い
は
言
う
、
比
奈
麻
治
比
売
神
常
に
霊
験
有
り

商
売
の
輩
海
中
に
漂
う
時
必
ず
火
光
揚
る
。
―
神
の
祐
助
良
く
嘉
報
す
べ
し
―

延
暦
十
七
年

・
７９８
年

秋

内
蔵
賀
萬
等
の
乗
船

（日
本
船

一
隻
）
に
便
乗
し
て
の
来
日

（船
を
も
た
な
い
使
節
）

慰
軍
大
将
軍
　
左
熊
衛
都
将
　
上
柱
将
　
開
国
子
　
大
昌
泰

貢
納
信
物

使
節
の
目
的

到
着
地

有

「奉
附
信
物
具
如
別
状
土
無
奇
異
自
知
羞
悪
」

内
蔵
賀
萬
の
通
告
し
た
六
年

一
貢
の
制
に
対
し
て

聘
期
の
短
縮
を
要
請
す
る

隠
岐
国
智
夫
郡

そ
の
他

注
　
記

出
国
年
月

離
京
年
月
日

日
本
か
ら
の
国
書

○
内
蔵
賀
萬
が

「六
年

一
貢
」
を
制
と
せ
よ
と
回
答
し
た
の
に
対
し
て
、
渤
海
王
か
ら
の

過
ぎ
る
の
で
、
も
っ
と
短
縮
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
請
を
啓
書
と
し
て
持
参

こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
で
は

「六
年

一
貢
」
と
し
た
の
は
路
数
を
案
じ
た
た
め
で
あ
る
が

あ
れ
ば
、
年
限
を
考
え
ず
に
、
来
朝
す
る
こ
と
を
許
す
。
と
い
う
回
答
を
与
え
る

○
前
回
の
呂
定
琳
の
時
は
平
安
京
遷
都
直
後
で
あ
る
が
、
今
回
は
遷
都
後
五
年
を
経
て
い
る
の
で
諸
施
設
整
い
、
渤
海
使
を

迎
え
て
そ
の
威
容
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
在
京
中
の
行
事
に
み
ら
れ
る

○
使
節
の
帰
国
後
の
五
月
二
〇
日
、
今
後
の
渤
海
使
の
頻
繁
な
来
航
に
備
え
て
、
諸
国
に
大
政
官
符
を
発
す
る

そ
れ
で
は
余
り
に
も
間
が
開
き

そ
れ
を
恐
れ
ず
と
い
う
こ
と
で

延
暦
十
八
年
初
夏

朋
年
　
６
月
下
旬
～
７
月
中
旬

延
暦
十
八
年
四
月
十
五
日

７９９
年
５
月
２８
日

有

「天
皇
敬
問
渤
海
国
王
‥

正
月
十
八
日

３
月
２
日
　
一
朝
堂
院
に
於
い
て
観
射
　
五
位
以
上
の
後
に
渤
海
使
も
射
る

出
港
地

使
用
船

・
隻
数

送
使
の
有
無

日
本
か
ら
の
進
物

日
本
船

一
隻

（船
を
持
た
な
い
使
節
を
送
る
）

有

・
正
六
位
上
　
泣像
野
宿
祢
船
白

絹
三
〇
疋

・
絶
三
〇
疋

・
絲
二
〇
〇
約

綿
一一δ

Ｏ
屯

二
人
　
平
安
京
で
大
歓
待
を
受
け
た
渤
海
使

大
昌
泰

日
本
か
ら

「六
年

一
貢
の
制
」
を
通
告
す
る
た
め
の
専
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
、
内
蔵
賀
萬
の
船
に
便
乗
し
て
延
暦
十
七
年

（７９８
）
に

来
日
し
た
の
が
、
こ
の
第

一
四
回
渤
海
使
大
昌
泰
の

一
行
で
あ
る

（便
乗
し
て
来
日
し
た

「船
を
持
た
な
い
使
節
」
で
あ
っ
た
）。

こ
の
大
昌
泰
が
持
参
し
た
嵩
隣
王
の
啓
書
は

「内
蔵
賀
萬
の
来
使
と
六
年

一
貢
の
回
答
を
得
た
こ
と
を
喜
び
感
謝
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
　
７

れ
で
は
余
り
に
も
間
隔
が
開
き
す
ぎ
て
疎
遠
と
な
る
か
ら
、
も

つ
と
期
間
を
短
縮
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
こ
と
を
奏
請
す
る
た
め
に
、
　

３

齢

鮮

祓

鯨

盪

鮎

鮒

絣

鰤

齢

鮎

鰤

蜀

鰤

雛

雛

滸

鯨

雉

祓

鰤

晰

祓

祓

鮒

鰤

鋏

鮮

蝙

難

滸

鰤

靱

腑

雛

蝙

欲

聰

蜀

蛛

蝙

麒

蒻

蜀

鶉

蜀

蝙

笏

鋏

勒

鶉
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使
節
大
昌
泰
を
派
遣
す
る
」
と
い
う
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

大
嵩
琲
　
啓
書

嵩
隣
啓
　
使
賀
万
等
至
所
レ
耽
之
書
及
信
物
給
純
各
三
十
疋
、
絲
三
百
絢
　
綿
三
百
屯
　
依
レ数
領
レ
之
　
慰
悦
実
深
　
雖
・復
巨
海

漫
レ
天
治
波
浴
フ
日
　
路
無
・
侃
限
易
〓
断

一云
霞

　

而
巽
気
送
レ
帆
指
期
・
奮
浦
・　
乾
涯
斥
レ候
　
缶
″
閥

・粧
根

　

田豆
非
下
彼
此
契
斉
暗

符
二人
道

南̈
北
義
感
特
叶
・
天
心

者
に
哉
　
虫局
琲
在

有
薔
封

績
・美
先
業

　

遠
蒙
・・善
弊
・華
脩
如
レ常
　
天
皇
遷
降
・徳
音
一　
重
肌
二

使
命

恩
重
・懐
抱
・慰
喩
慇
懃
　
況
復
俯
記

片
書
・春
依

前
請
・　
不
レ遣
・信
物

許
以
二年
期

　

書
疏
之
間
　
嘉
レ免
二疲
類
一　
庇
麿

之
顧
　
識
異
一他
事
「　
而

一
葦
難
レ航
奉

知
審
喩
一六
年
為
レ
限
病
憚
・
其
遅
・　
請
更
朋
・嘉
固
・

並
廻
・
通
鑑

　

促
・
其
期
限

　̈
傍

合

・̈素
懐

　

然
則
向
レ風
之
趣
　
自
不
レ
倦
・於
寡
情

　

一暴
レ
化
之
勤
　
可
レ
尋
ｉ
雌
於
高
氏
・又
書
中
所
レ
許
雖
レ
不
レ
限
二少
多

柳
依
・
使

者
之
情
一省

一約
行
人
之
数
・　
謹
差

・慰
軍
大
将
軍
左
熊
衛
都
将
上
柱
将
開
国
子
大
昌
泰
等

充
レ
使
送
レ
国
　
兼
奉
レ
附
二
信
物

旦
ハ如
二

別
状

土
無
二奇
異
一自
知

・羞
悪
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（延
暦
十
七
年
十
二
月
壬
寅
二
十
七
日

『類
米
国
史
』
巻

一
九
三
）

こ
れ
は
日
本
の
通
告
に
対
す
る
異
議
の
申
し
立
て
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
文
面
は
き
わ
め
て
丁
重
で
あ

っ
た
の
で
、
前
回
御
長
廣
岳
の
も

た
ら
し
た
国
書
に
続
い
て
、
日
本
の
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
駆
け
引
き
に
、
な
ん
と
か
日
本
と
の
国
交

を
頻
繁
に
し
て
、
経
済
的
な
利
益
を
求
め
よ
う
と
す
る
嵩
燐
王
の
外
交
姿
勢
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
啓
書
の
前
半
に

「而
巽
気
送
レ帆
　
指
・期
旧
浦
・　
乾
涯
斥
レ候
　
缶
耀
閉
二粧
根

」
と
ぃ
う
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
を
新
妻
利

久
は

「渤
海
国
か
ら
日
本

へ
航
海
し
た
航
法
を
暗
示
し
た
貴
重
な
文
字
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
純
に
考
え
て
も
、
巽

（南

東
）
の
気
が
帆
を
送
る
の
で
あ
る
か
ら
、
渤
海
か
ら
日
本
へ
の
航
法
で
は
な
く
、
日
本
か
ら
渤
海

へ
の
航
法
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て

い
る
し
、
前
後
の
文
意
を
見
れ
ば
、
内
蔵
賀
萬
が
渤
海
国
へ
無
事
到
着
し
た
こ
と
を
、
慶
賀
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば

「指
期
旧
浦
」
の
旧
浦
は
、
渤
海
国
が
、
そ
の
頃
か
ら
日
本
へ
の
発
地
と
し
て
い
た
吐
琥
浦
で
は
な
く
て
、
旧
浦
す
な
わ
ち
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ポ
シ
エ
ト
湾
を
目
指
し
て
航
海
し
、
無
事
到
着
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
ポ
シ
エ
ト
湾
を
旧
浦
と
呼
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
頃
か
ら
新
し
い
港
吐
琥
浦
が
日
本
へ
の
出
入
港
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
第
四
章
六
参
照
〉

と
も
あ
れ
、
渤
海
国
の
国
書
の
内
容
が
日
本
に
と

つ
て
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
こ
の
使
節
に
対
す
る
接
待
は
華

や
か
に
行
わ
れ
た
。

前
回
の
使
節
呂
定
琳
来
日
の
時
も
、
入
京
し
た
の
で
あ
る
が
、
『
日
本
後
紀
』
の
欠
落
部
分
に
当
た
る
た
め
詳
細
が
不
明
で
、
年
代
的

に
見
て
、
そ
の
時
は
遷
都
直
後
の
た
め
、
造
営
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
平
安
京
の
建
設
状
況
を
ま
の
あ
た
り
に
見
聞
し
た
も
の
の
、
施
設
の
不

備
の
た
め
、
十
分
な
接
待
を
受
け
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
今
回
は
遷
都
後
五
年
を
経
た
入
京
で
あ

っ
た
か
ら
、
当
然
客
館

（の
ち
の
鴻
臆
館
）
に
迎
え
ら
れ
だ
ろ
う
し
、
整
備
さ
れ
た
都

に
迎
え
る
外
国
使
節
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
都
に
お
け
る
使
節
等
に
対
す
る
歓
迎
行
事
の
記
録
は
右
表
の
通
り
で
あ

る
が
、
今
回
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

○
元
旦
の
朝
儀
の
際
、
「渤
海
客
等
陪
位
、
四
拝
を
減
じ
て
再
拝
と
な
す
。
ま
た
渤
海
客
列
席
の
た
め
手
を
拍
た
ず
、
諸
衛
人
等
並
び

て
賀
声
を
挙
ぐ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
渤
海
使
が
列
席
し
て
い
る
た
め
に
、
通
常
の
朝
儀
と
は
異
な

っ
た
形
式

で
儀
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
れ
。

○
使
節
歓
待
の
た
め
の
豊
楽
院
が
未
完
成
だ

っ
た
の
で
、
大
極
殿
前
龍
尾
道
上
に
仮
殿
を
構
作
し
、
屋
根
は
彩
錦
で
葺
き
、
そ
こ
に
宴

席
を
設
け
た
が
、
そ
れ
で
も
使
節
等
は
そ
の
仮
殿
の
壮
麗
さ
に
感
嘆
し
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
遷
都
後
五
年
を

経
て
整
備
さ
れ
た
都
と
い
え
ど
も
、
ま
だ
完
成
に
は
至
ら
ず
、
建
設
が
続
け
ら
れ
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

○
正
月
十
六
日
の
宴
会
で
は
、
音
楽
を
奏
し
、
庭
に
並
ん
で
踏
歌
を
楽
し
み
、
そ
の
席
で
渤
海
客
に
草
摺
衣
が
下
賜
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
渤
海
使
を
迎
え
た
朝
廷
の
行
事
が
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
朝
廷
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の
儀
式

・
宴
会
に
渤
海
使
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
実
感
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

こ
の
使
節
の
主
目
的
で
あ
る

「来
朝
聘
期
短
縮
」
の
要
請
に
対
し
て
は
、
日
本
は
桓
武
天
皇
の
次
の
よ
う
な
璽
書
を
も

っ
て

「六
年

一

貢
を
示
し
た
の
は
、
本
来
路
難
を
憂
え
た
か
ら
で
あ
り
、
渤
海
国
の
方
で
そ
れ
を
厭
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
特
に
期
限
を
定
め
ず

と
も
よ
い
」
、
と
無
制
限
入
朝
を
認
め
る
回
答
を
与
え
て
い
る
。

桓
武
天
皇
　
璽
書

天
皇
敬
い
て
渤
海
国
王
に
問
う
　
使
昌
泰
等
賀
萬
に
随
い
て
至
る
　
啓
を
得
て
之
を
具
に
す
　
王
遂
か
に
風
化
を
慕
い
重
ね
て
聘

期
を
請
ふ
　
占
雲
之
詳
套
肩
を
交
え
　
深
水
之
貢

踵
を
継
ぐ
　
美
志
を
念
ふ
毎
に
　
一昇
尚
己
む
無
し
　
故
に
専
使
を
遣
し
告
ぐ
る

に
年
期
を
以
て
す
　
而
し
て
猶
其
の
遅
き
を
嫌
ふ
　
更
に
覆
請
を
事
と
す
　
夫
れ
六
歳
を
以
て
制
と
す
る
は
　
本
と
路
難
の
為
な
り

彼
此
く
の
如
く
辞
さ
ず
と
な
れ
ば
量
遅
促
を
論
ぜ
ん
や
　
宜
し
く
其
の
修
聘
之
使
　
年
限
を
労
う
こ
と
勿
る
べ
し
　
今
昌
泰
等
還
る

に
因
り
　
式
部
省
少
録
正
六
位
上
滋
野
宿
祢
船
白
を
差
し
て
使
に
充
て
領
し
て
送
ら
し
む
　
井
に
信
物
を
附
す
そ
の
色
目
別
の
如
し

夏
首
正
熱
　
惟
王
平
安
　
略
此
代
懐
指
不
繁
及
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（延
暦
十
八
年
四
月
己
丑
十
五
日
条

『日
本
後
紀
』
巻
八
）

こ
れ
は
大
嵩
隣
王
の
代
に
な
っ
て
、
渤
海
国
の
外
交
姿
勢
が
柔
軟
に
な
り
、
そ
れ
が
日
本
の
朝
廷
に
好
感
を
も

つ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
平
安
京
に
遷
都
し
て
、
新
し
い
雰
囲
気
の
中
で
意
欲
的
に
政
治
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
桓
武
天
皇
の
、
積
極
的
な
姿
勢

を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
大
昌
泰

一
行
は
、
内
蔵
賀
萬
の
船
に
便
乗
し
て
き
た
所
謂

「船
を
も
た
な
い
使
節
」
だ

っ
た
の
で
、
日
本
側
は
船
を
用
意
し
、
送

使
と
し
て
滋
野
船
白
を
任
命
し
て
、
延
暦
十
八
年
の
初
夏
に
帰
国
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
重
要
な
外
交
交
渉
に
当
た
る
使
節
に
船
を
持
た
せ

ず
、
そ
の
帰
国
に
は
あ
く
ま
で
も
日
本
の
好
意
を
期
待
し
て
、
強
引
に
使
節
を
派
遣
し
て
く
る
と
こ
ろ
に
、
嵩
琲
王
が
日
本
に
全
幅
の
信

頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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し
か
し
、
日
本
の
朝
廷
が
、
大
昌
泰
に
鷹
揚
な
回
答
を
持
ち
帰
ら
せ
た
の
に
、
そ
し
て
こ
の
回
答
の
結
果
、
毎
年
の
よ
う
に
来
日
す
る

で
あ
ろ
う
渤
海
使
の
来
着
を
予
想
し
て
太
政
官
符
を
発
し
一
、
「諸
国
承
知
し
て
厚
く
供
備
を
加
え
駅
を
馳
せ
て
言
上
す
る
よ
う
に
」
と

命
ず
る
と
と
も
に
、
使
節
を
迎
え
る
た
め
に
能
登
に
客
院
を
造
立
す
る
こ
と
ま
で
命
令
し
て
待
ち
構
え
て
い
た
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

こ
の
後

一
〇
年
間
渤
海
使
は
来
日
し
な
く
な

っ
た
。
渤
海
側
の
情
勢
に
な
に
か
の
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
せ

っ
か
く
態
度
を
軟

化
さ
せ
た
日
本
側
と
し
て
は
、
全
く
の
拍
子
抜
け
の
感
が
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

江ヽ（１
）

新
妻
利
久

『渤
海
国
史
及
び
日
本
と
の
国
交
史
の
研
究
』
四
〇
八
頁

（２
）

「皇
帝
御
，大
極
殿
一受
レ朝
　
文
武
官
九
品
以
上
。
蕃
客
等
各
陪
位
　
減
・
四
拝
一為
二
再
拝
・不
レ
拍
レ手
　
以
レ
有
・
渤
海
国
使

也́
」
亀
日

本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
正
月
丙
午
朔
条
）

四
拝
を
減
じ
て
再
拝
と
し
た
の
は
、
石
井
正
敏
が

「中
華
に
君
臨
す
る
天
皇
に
相
応
し
く
、
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
四
拝

（両
殿
再

拝
）
に
替
え
て
中
華
の
作
法
で
あ
る
再
拝
と
し
た
の
で
あ
る
」
「酒
寄
氏
も

『大
唐
開
元
礼
』
巻
九
七
を
引
用
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
再
拝
は
、
中
国
で
は
古
来

一
般
的
な
拝
礼
作
法
で
あ
り
、
中
国
の
儀
礼
を
学
ん
だ
諸
国
に
お
い
て
は
、
固
有
の
礼
法
と
と
も
に
再

拝
の
作
法
も
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
日
本
も
渤
海
も
同
様
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。」
（『日
本
渤
海
関
係
史
の

研
究
』
第
二
部
第

一
章
注
３８
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
四
拝

（両
殿
再
拝
）
は
日
本
固
有
の
礼
法
で
あ
り
、
再
拝
が
唐
礼
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
本
来
は
日
本
固
有
の
礼
法
で
行
わ
れ
る
正
月
の
儀
式
を
唐
風
に
し
て
、
渤
海
使
に
日
本
の
先
進
性
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
柏
手
す
る
の
も
日
本
固
有
の
礼
法
で
、
当
時
唐
で
は
、
手
を
拍
つ
礼
儀
は
蕃
人
の
制
と
し
て
廃
さ
れ
て
い
た
の
で
、

や
は
り
渤
海
使
列
席
の
手
前
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
の
処
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（上
田
正
昭
氏
の
教
示
）
。

な
お
石
井
正
敏
が
紹
介
し
て
い
る
酒
寄
雅
志
の

［「新
蛛
蠅
」
に
み
る
古
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
］
は

『渤
海
と
古
代
の
日
本
』
（校
倉
書

一房
　
二
〇
〇
一
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４０‐
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（３
）

延
暦
十
八
年
五
月
二
十
日
、
す
な
わ
ち
、
大
昌
泰
が
帰
国
後
に
出
さ
れ
た
太
政
官
符

「右
大
臣
宣
奉
レ
勅
　
渤
海
聘
期
制
以
上
ハ
載
ヽ

而
今
彼
国
遣
使
太
昌
泰
等
　
猶
嫌
一豊
ハ遅
・　
更
事
覆
請
　
乃
縦
彼
レ
所
レ
欲
不
レ
立
二
年

限
・　
宜
下
随
・童
（来
・令
十
趙
待
上
者
。
諸
国
承
知
厚
加
・供
備
・馳
レ
駅
言
上
者
」

た
だ
し
こ
の
内
容
は
、
天
長
元
年

（８２４
）
第
二

一
回
渤
海
使
高
貞
泰

〔
Ｎ。
３７
〕
に
対
し
て
、
今
後
は
聘
期
を

一
紀

一
貢
と
せ
よ
と
命
じ

た
太
政
官
符

「改
二定
渤
海
国
使
朝
聘
期
・事
」
の
中
に

「右
検
案
内
」
と
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
翁
類
衆
三
代
格
』
巻

一
八
　
夷
件
井

外
春
人
事
）

な
お
石
井
正
彼
は
、
恐
ら
く
こ
の
大
政
官
符
中
の

「右
大
臣
宣
奉
勅
　
渤
海
聘
期
制
以
六
載
」
と
い
う
文
言
を
根
拠
と
し
て
で
あ
ろ
う

「六
年

一
貢
の
制
」
が
定
め
ら
れ
て
布
告
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
経
緯
を
見
る
と

「六
年

一
貢
」
は
提
案
さ
れ
た
だ
け
で
、
実

施
す
る
間
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
渤
海
側
の
要
請
に
よ
り

「無
制
限
来
貢
」
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
布
告
、
制
定
さ
れ
た
、
と
す
る
の
は
誤
り

で
あ
る

（『日
本
渤
海
関
係
史
の
研
究
』
第
四
部
　
補
論
二

「天
長
五
年
正
月
官
符
を
め
ぐ
っ
て
し
。
〈
第
五
章
三
十
補
論

「六
年

一
貢
の

制
は
な
か
っ
た
」
参
照
〉

（４
）

「勅
　
比
年
渤
海
国
使
来
着
　
多
在
・
能
登
国
　
停
宿
之
処
不
レ
可
・
疎
晒
　

宜
三
早
造
二
客
院
Ｌ

『日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
六
月

庚
午
二
十
七
日
条
。
詳
し
く
は

「補
説
５
」
参
照

そ
の
他

注
　
記

入
京
年
月
日

入
国
年
月
日

出
京
年
月
日

使
節
総
人
数

使
節
名

（大
使
）

○
嵩
燐
王
は
聘
期
の
短
縮
の
請
を
日
本
の
天
皇
が
許
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
し
、
滋
野
船
白
を
送
る
送
使
を
附
し
た
い
と
し

た
が
、
秋
も
深
ま
り
彼
等
が
帰
国
を
急
い
だ
の
で
、
ま
た
聘
期
も
期
限
に
満
た
な
い
の
で
、
送
使
を
付
け
ず
に
信
物
の
み

を
託
し
て
帰
ら
せ
る
と

い
う
意
味
の
啓
書
を
託
す

○
こ
の
啓
書
の
内
容
や
前
後
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
の
間
は
日
本
船

一
隻
で
の
往
復
で
あ
る
と
推
定
で
き
る

○
出
京
か
ら
帰
京
ま
で
の
日
数

一
五
三
日
は
判
明
し
て
い
る
記
録
中
第
二
位
の
短
い
記
録

延
暦
十
八
年
九
月
二
十
日

７９９
年
１０
月
２７
日

（全
行
程

一
五
三
日
）

延
暦
十
八
年

・
７９９
年
秋

延
暦
十
八
年
四
月
十
五
日

７９９
年
５
月
２８
日

不
明
正
六
位
上
　
滋
野
宿
祢
船
代

（白
）

帰
朝
報
告

入
国
港

使
用
船

・
隻
数

使
節
の
目
的

使
用
船

・
隻
数

使
節
名

（副
使
）

嵩
燐
王
の
啓
書
を
持
参

不
明
日
本
船

隻

第
十
五
回
渤
海
使
大
昌
泰
を
送
還
す
る
送
使

日
本
船

一
隻
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ＡＢ
日
２４‐８
　
第
１４
次
　
送
渤
海
使

滋
野
宿
祢
船
代

（白
）

桓
武
↓
嵩
燐

日
本
後
紀
巻
八
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二
九
　
送
使
を
断

っ
て
帰
国
し
て
き
た
送
使

滋
野
船
代

（白
）

第

一
四
回
渤
海
使
大
昌
泰
は
、
日
本
か
ら
単
独
に
派
遣
さ
れ
た
遣
渤
海
使
の
内
蔵
賀
萬
の
船
に
便
乗
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る

「船
を
も

た
な
い
使
節
」
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
帰
国
に
際
し
て
は
、
日
本
が
船
と
送
使
を
仕
立
て
て
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
送

使
に
任
命
さ
れ
た
の
が
こ
の
滋
野
船
代

（船
白
と
も
書
く
）
で
あ

っ
た
。

延
暦
十
八
年

（７９９
）
の
、
こ
の
送
使

一
行
の
渤
海
国
へ
の
往
復
は
、
き
わ
め
て
順
調
だ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
出
京
か
ら
入
京
ま
で
の
所

要
日
数
は

一
五
三
日

（約
五
カ
月
）
と
、
旅
程
の
判
明
し
て
い
る
も
の
の
中
で
は
第
三
番
目
の
ス
ピ
ー
ド
記
録
を
残
し
て
い
る
。

彼
等
が
持
ち
帰

っ
た
嵩
瞬
王
の
啓
書
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

大
嵩
燐
王
　
啓
書

嵩
琲
啓
　
使
船
代
等
至
極
辱

一体
問
・兼
信
物
純
絹
各
三
十
匹
　
絲
二
百
約
　
綿
三
百
屯
準
レ数
領
足
　
懐
レ愧
実
深
　
一景
朋
厚
情

伏
知
・棚
畳
一　
前
年
附
レ啓
請
レ
許
一一量
レ載
往
還

去
歳
承
望
］

遂
以
・半
紀
・為
レ
限
　
土局
琲
情
勤
一馳
係

求
レ縮
二程
期
・　
天
皇
舎
レ
己

従
レ人
　
便
依
レ所
レ請
筐
筐
依
レ行
　
雖
レ無

・称
奇

特
見

充
依
・荷
欣
何
極
　
比
者
天
書
降
決
制
使
荏
レ朝
　
一景
命
優
加
寵
章
惣
華

班
霧
〓
変
理

列
等
，端
揆

　

惟
念
ｉ寡
非

　

殊
蒙
・庇
蔭

　

其
使
昌
泰
等
　
才
暫
二
専
対
・将
命
・
非
能
・　
而
承
・
肌
優
容
・倍

・増
喜

慰
一　
而
今
秋
暉
欲
レ暮
　
序
維
涼
風
　
】迅
客
思
レ帰
　
情
労
ｉ望
日
二
Ｆ
造
・時
節

元̈
レ滞
・廻
帆
・既
許
レ随
レ心
　
正
宜
・
相
送
・未
レ
及
・

期
限

不
・敢
同
行
・　
謹
因
”廻
使
・奉

・附
軽
砂
・具
如
・
別
状
・　
　
　
　
　
　
（延
暦
十
八
年
九
月
辛
酉
二
十
日

『日
本
後
紀
』
巻
八
）

こ
の
啓
書
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
桓
武
天
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
信
物
を
受
け
取
っ
た
謝
礼

②
聘
期
短
縮
の
要
請
に
対
し
て
、
そ
れ
を
無
制
限
に
許
可
し
て
く
れ
た
処
置
に
対
す
る
謝
礼
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③
滋
野
船
代
等
の
送
使
の
労
苦
に
対
す
る
慰
労
と
謝
礼

④
大
昌
泰
が
そ
の
身
分
以
上
の
厚
過
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る
謝
礼

⑤
滋
野
船
代
の
帰
国
に
当
た

っ
て
、
渤
海
国
か
ら
送
使
を
附
し
た
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
彼
等
が
帰
国
を
急
い
だ
の
で
、
ま
た
ま
だ

入
朝
の
期
限
に
及
ば
な
い
の
で
、
あ
え
て
送
使
を
附
け
ず
、
啓
書
と
信
物
だ
け
を
託
す
こ
と
に
し
た
。

こ
の
啓
書
は

一
見
矛
盾
し
て
お
り
、
日
本
が
無
制
限
入
朝
を
認
め
て
く
れ
た
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
、
送
使
を
送
り
た
い
が
ま
だ
期
限
に

及
ば
な
い
の
で
、
あ
え
て
同
行
さ
せ
ず
、
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
渤
海
側
に
遣
使
の
計
画
が
な
か
っ
た
、
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
、
要
す
る
に
、
滋
野
船
白
が
帰
国
を
急
い
だ
の
で
、
渤
海
側
で
使
節
派
遣
の
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
後
は
前
項
で
し
見
た
よ
う
に
、
あ
れ
ほ
ど
頻
繁
な
通
交
を
望
み
、
で
き
れ
ば
毎
年
で
も
来
航
し
た
い
と
希
望
し
て
い
た
渤

海
が
、
そ
れ
が
許
可
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
後
、　
一
〇
年
後
の
大
同
四
年

（８０９
）
ま
で
使
節
を
派
遣
し
て
く
る
こ
と
が
な
か

っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
渤
海
側
の
情
勢
の
変
化
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
成
り
ゆ
き
で
あ
る
。

第
十
五
回
渤
海
使
大
昌
泰
等
が
、
今
後
は

「其
の
修
聘
の
使
年
限
を
労
う
こ
と
勿
か
る
べ
し
」
と
年
期
を
問
わ
ず
に
来
聘
す
る
こ
と
を

許
す
、
と
い
う
回
答
を
得
て
、
滋
野
船
白
に
送
ら
れ
て
帰
国
し
た
後
、
日
本
側
で
は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
毎
年
で
も
や
っ
て
き
そ
う
な
渤

海
使
を
迎
え
る
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
大
昌
泰
が
帰
国
直
後
の
延
暦
十
八
年

（靭
）
五
月
二
十
日
、
太
政
官
符
を
発
し
て
沿
岸
諸
国
に
渤
海
国
に
対
し
て

「不

立
年
限
」
で
来
日
を
許
し
た
の
で
、
諸
国
承
知
し
、
渤
海
使
の
来
着
を
礼
を
以
て
待
ち
受
け
、
厚
く
保
護
を
加
え
て
報
告
す
る
よ
う
に
と


